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12月定例議会行政報告（その１） 12月定例議会行政報告（その１）

　
平
成
25
年
12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
3
日
に
開
会
し
13
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
、
上
程
さ
れ
た
各
議
案

の
大
綱
質
疑
、
ま
た
５
日
、
６
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
９

日
か
ら
は
、
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
13
日
の
最

終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

12
月
定
例
議
会

行
政
報
告
(1)

  

総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
平
成
25
年
度
職
員
採
用
試
験
は
、
大
学

卒
一
般
行
政
６
人
、
消
防
吏
員
７
人
、
高

校
卒
一
般
行
政
６
人
、
建
築
士
１
人
を
合

格
者
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
告
示
し
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
民
歌
の
歌
詞
に
つ
い
て
は
、

最
優
秀
賞
１
点
及
び
優
秀
賞
３
点
が
10
月

29
日
に
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
最
優
秀

賞
と
な
っ
た
作
品
を
基
に
、
作
曲
の
応
募

者
に
よ
っ
て
曲
の
制
作
が
１
月
末
ま
で
行

わ
れ
ま
す
。

■
総
合
政
策
課

　
第
29
回
国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４

の
プ
レ
事
業
と
し
て
、
10
月
６
日
と
13
日

に
「
根
子
フ
ッ
ト
パ
ス
」
を
行
い
、
合
わ

せ
て
92
人
が
根
子
集
落
の
散
策
や
根
子
番

楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

ま
た
、
10
月
20
日

に
は
、
秋
田
の
詩
祭
２
０
１
３
「
詩
表
現

を
楽
し
む
つ
ど
い
」
を
行
い
、
約
60
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
10
月
27
日
、
山
梨
県
笛
吹
市
で
開
催
さ

れ
た
第
28
回
国
民
文
化
祭
文
芸
祭
現
代
詩

大
会
に
お
い
て
、
笛
吹
市
か
ら
次
期
開
催

市
で
あ
る
当
市
が
引
継
ぎ
を
受
け
ま
し
た
。

　
住
生
活
関
連
諸
施
策
の
基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
に
、
５
年
ご
と
に
10
月
１

日
を
基
準
日
と
し
て
行
わ
れ
る
「
平
成
25

年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
が
、
市
内
約

２
５
０
０
世
帯
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
調
査
で
は
、
少
子
・
高
齢
社
会

を
支
え
る
居
住
環
境
、
耐
震
性
・
防
火
性

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
な
ど
の
住
宅
性
能
、

土
地
の
有
効
利
用
の
状
況
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
転
居
等
に
関
す
る
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。　

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
秋
田
内
陸
線
の
利
用
促
進
、
沿
線
地
域

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
健
康

増
進
及
び
他
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
目
的
と

し
た
、
第
７
回
秋
田
内
陸
線
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
が
９
月
４
日
、
大
野

台
ハ
イ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
１
４
６
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
観
光
誘
客
の
拡
大
及
び
地
域
経
済
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ

た
森
吉
山
二
次
ア
ク
セ
ス
運
営
協
議
会
に

よ
る
「
森
吉
山
観
光
パ
ス
」
事
業
は
、
二

次
ア
ク
セ
ス
関
連
の
実
証
実
験
と
し
て
１

０
０
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
目
標
に
対
し
、

９
月
か
ら
10
月
の
約
２
か
月
で
２
６
３
枚

の
販
売
実
績
と
な
り
、
利
用
さ
れ
た
方
に

大
変
好
評
で
し
た
。

   

財
務
部
関
係

■
財
政
課

　
８
月
14
日
か
ら
11
月
12
日
ま
で
の
工
事

等
発
注
状
況（
５
０
０
万
円
以
上
）は
53
件
、

契
約
額
は
27
億
２
０
９
３
万
１
千
円
で
す
。

■
税
務
課

　
10
月
末
現
在
の
市
民
税
等
の
収
入
状
況

は
、
収
入
済
額
24
億
２
２
３
４
万
円
で
、

62
・
７
％
の
収
納
率
で
す
。

    

市
民
生
活
部
関
係

■
生
活
課

　
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、
応

募
の
あ
っ
た
５
団
体
が
採
択
さ
れ
、
事
業

を
実
施
中
で
す
。

　
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
10
月
11
日
か
ら
20
日
ま

で
全
国
地
域
安
全
運
動
を
実
施
し
、
防
犯

指
導
隊
や
防
犯
協
会
員
に
よ
る
一
斉
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

な
ど
を
運
動
の
重
点
と
し
て
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
を
９
月
21
日
か
ら
30
日
ま

で
実
施
し
ま
し
た
。
運
動
初
日
の
９
月
21

日
に
は
、
警
察
署
や
各
地
区
の
交
通
安
全

協
会
及
び
交
通
指
導
隊
員
な
ど
が
参
加
し
、

決
起
集
会
や
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、

市
民
に
対
し
て
交
通
事
故
の
防
止
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　　

　
全
市
一
斉
秋
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
は
、

10
月
20
日
早
朝
に
実
施
さ
れ
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
協
力
で
市
内
の
清
掃
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
10
月
30
日
、
市
道
大
野
岱
線
の
大
沢
〜

米
畑
地
内
等
に
お
い
て
、
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
北
秋
田
地
域
振
興
局
、警
察
署
、

市
、産
業
廃
棄
物
協
会
の
参
加
に
よ
る「
美

し
い
ふ
る
さ
と
北
秋
田
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

事
業
」が
実
施
さ
れ
、不
法
投
棄
物
を
回
収

し
、
市
内
の
環
境
美
化
に
努
め
ま
し
た
。

    

健
康
福
祉
部
関
係

■
福
祉
課　

　
本
年
度
秋
田
県
か
ら
事
務
移
譲
さ
れ
た

社
会
福
祉
法
人
監
査
は
、
10
月
か
ら
対
象

と
な
る
４
法
人
に
対
し
、
指
導
監
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
た
民
生
児
童
委
員

の
改
選
は
、
定
数
１
５
０
人
の
内
、
国
へ

の
推
薦
期
日
ま
で
に
、
各
地
区
等
か
ら
の

推
薦
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
方
々
を
除
き
、

再
任
者
１
０
０
人
、
新
任
者
２
人
に
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
12
月
１
日
付
け
で
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
で
す
。

　
北
秋
田
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
で
は
、
県
と
共
催
で
11
月
の
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
及
び
Ｄ
Ｖ
防
止
推
進
月
間

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
11
月
８
日
に
鷹
巣
地

区
２
か
所
、
合
川
地
区
１
か
所
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
で
実
施
し
ま
し
た
。

■
高
齢
福
祉
課

　
「
福
祉
の
雪
事
業
」
は
、
今
年
度
か
ら

助
成
対
象
者
の
一
部
見
直
し
等
を
行
い
、

10
月
か
ら
利
用
者
及
び
事
業
者
の
登
録
と

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
冬
期
間

に
お
け
る
、
在
宅
生
活
に
必
要
な
除
排
雪

及
び
雪
下
ろ
し
等
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
地
域
支
援
事
業
は
、
介
護
予
防
を
推
進

す
る
た
め
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
職
員
を
対
象
と

し
て
、
本
年
２
回
目
の
「
介
護
予
防
研
修

会
」
を
10
月
24
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
７
月
実
施
と
合
わ
せ
て
88
人
で
す
。

　
在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
方
を

対
象
と
し
た
「
家
族
介
護
者
交
流
会
」
を
、

市
内
７
か
所
で
開
催
し
58
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
大
変
好
評
で
、
今

後
も
要
望
に
応
え
な
が
ら
事
業
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

■
医
療
推
進
課

　
市
民
病
院
の
院
外
再
来
受
付
機
を
、
10

月
７
日
に
阿
仁
庁
舎
に
設
置
し
ま
し
た
。

10
月
31
日
ま
で
の
利
用
人
数
は
99
人
で
す
。

　
市
医
療
講
演
会
を
、
11
月
16
日
に
中
央

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
市

民
病
院
で
実
際
に
手
術
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
秋
田
大
学
の
本
山
先
生
と
東
京
医
科

歯
科
大
学
の
小
嶋
先
生
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
当
日
、
小
嶋
先
生
の
搭
乗
機
が

濃
霧
の
た
め
大
館
能
代
空
港
に
着
陸
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
羽
田
空
港
に
引
き
返
し

た
こ
と
か
ら
、
本
山
先
生
お
一
人
の
講
演

と
な
り
ま
し
た
。
講
演
は
先
進
癌
治
療
に

つ
い
て
の
非
常
に
興
味
深
い
内
容
で
、
市

民
約
１
５
０
人
が
熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

■
診
療
所

　
８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
市
３
診
療
所
の

外
来
患
者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
阿
仁
診
療
所
は
、
内
科
２
４
８
６
人
で

前
年
同
期
比
２
２
９
人
の
減
、
外
科
２
８

５
５
人
で
前
年
同
期
比
１
７
１
人
の
減
、

歯
科
６
９
６
人
で
前
年
同
期
比
３
人
の
減

で
す
。
合
川
診
療
所
は
３
０
９
６
人
で
、

前
年
同
期
比
１
０
０
１
人
の
減
で
す
。
米

内
沢
診
療
所
は
、
内
科
４
１
０
２
人
で
前

年
同
期
比
４
７
８
人
の
減
、
小
児
科
４
７

１
人
で
前
年
同
期
比
44
人
の
減
、
整
形
外

科
９
２
０
人
で
前
年
同
期
比
２
９
１
人
の

減
、
脳
血
管
外
科
２
８
４
人
で
前
年
同
期

比
１
人
の
減
、
心
臓
血
管
外
科
62
人
で
前

年
同
期
同
数
で
す
。

■
健
康
推
進
課

　
成
人
検
診
は
、
特
定
健
診
及
び
が
ん
検

診
推
進
の
一
環
で
11
月
、
土
日
開
催
の
追

加
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
電

話
で
の
受
診
勧
奨
の
ほ
か
、
市
内
イ
ベ
ン

ト
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
介
護
予
防
事
業
は
、
一
次
予
防
と
し
て

の
運
動
教
室
の
ほ
か
、
二
次
予
防
対
象
者

に
運
動
・
口
腔
の
機
能
向
上
・
栄
養
改
善

・
閉
じ
こ
も
り
予
防
等
の
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
11
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
「
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
」
を
５
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
自
殺
予
防
対
策
と
し
て
は
、「
ホ
ッ
と
・

あ
い
訪
問
」
の
ほ
か
、
11
月
22
日
に
は

「
心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
健
康
増
進
事
業
は
、「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
」「
産
業
祭
」
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
を
行
い
普
及
啓
発
に
努
め
ま
し
た
。

▲改選に伴い、新たな民生児童委員へ
委嘱状が交付されました

▲５歳児のむし歯のない子を表彰した
「健康・スポーツフェスタ」

▲市役所前で行われた、鷹巣地区総決起
集会

▲山梨県笛吹市で開催された、国民文化
祭文芸祭現代詩大会の引継式


